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論文内容の要旨

本論文は、白金およびパラジウム触媒による、 π ーアリル錯体のアリル中心炭素上での求核置換反応を素過程とす

る新触媒反応、に関する研究のまとめである。その構成は、緒言、本論三章、および総括からなっているo

緒言では、本研究の目的と意義とその背景について述べているo 特に、 π ーアリル錯体のアリル中心炭素への求核

攻撃をともなった遷移金属錯体による量論および触媒反応に関するこれまでの研究例を示しているo さらに本研究の

概略についても示しているo

第一章では、白金錯体を触媒とする 2 ークロロアリルアセテートと種々の求核剤との反応について述べている。本

反応は π ーアリル錯体のアリル中心炭素上での求核置換反応を素過程に含む新しい型の反応であることを示しているo

また、この白金触媒反応では、アリル基質の置換基および用いる求核剤の pKa 値のわずかな差によって反応が支配

されていることを示しているo

第二章では、白金錯体を触媒とする 3 ークロロー 1 、 3 ージエンモノエポキシドと炭素求核剤との反応について述

べているo 本反応では、添加するルイス酸によって、その配位する場所の違いにより異なる生成物が得られることを

示している。

第三章では、白金およびパラジウム錯体を触媒とする、アリル基質と炭素求核剤と酸素求核剤の混合物との位置選

択的置換反応について述べている。本反応は、 2 種の異なる求核剤をアリル中心炭素、末端炭素へ位置選択的に導入

できた初めての例であり、アリル化合物の多官能基化を可能とする新しい型の反応であることを示している o

総括では、以上の研究結果をまとめ、本研究で見いだされた反応が、 π ーアリル錯体の新しい変換過程であるアリ

ル中心炭素上での求核置換反応を素過程に含む新触媒反応で、あることについて述べている D

論文審査の結果の要旨

本論文は、アリル中心炭素上での求核置換反応を素過程に含む新しい触媒反応の展開と、 π ーアリル中間体の反応

性の解明に関するものであるo 主な成果を要約すると次の通りである。

(1) 白金錯体を触媒とする 2 ークロロアリルアセテートと種々の求核剤との反応について述べ、アリル中心炭素上で
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の求核置換反応を素過程に含む新しい型の反応であることを示しているo

(2) (1)で述べた触媒反応に関して、アリル基質として、 3 ークロロー 1 、 3 ージエンモノエポキシドにも適用可能で

あることを明らかにしている。

(3) 白金およびノfラジウム錯体を触媒とする、アリル基質と炭素求核剤と酸素求核剤の反応で、 2 種の異なる求核剤

をアリル中心炭素、末端炭素へ位置選択的に導入できることを明らかにしているo

以上のように、本論文は選移金属錯体を触媒とする、 π ーアリル錯体のアリル中心炭素上で、の求核置換反応につい

て述べたものである。これらの成果は、有機合成反応、の一つの手法として有用であるものと考えられ、広く有機合成

化学や有機金属化学の分野に対して貢献するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認めるD
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